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て，Internet Engineering Task Force
（IETF） で 示 さ れ て い る PBNM の 研
究 6）7）8）9）が存在する。この PBNM の原
理は，図 3 に示された内容のものである。
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図 4 に，DACS 方式における基本的な
システム構成の全体像を示す。同図の



























そ の DACS rules は，DACS SV か ら
DACS CL へ送信された後，DACS CL の







また，DACS CL は，クライアント OS の
起動・終了処理の一部として起動・終了
させる。
ま た，DACS SV・CL・CTL の レ イ
ヤー設定を図 5 に示す。サーバ，及び，
クライアントのアプリケーション層に
配置された DACS SV と DACS CL 間で
DACS rules を送受信する。DACS CL




























と，（a）のように，DACS SV から DACS 
rules が DACS CL に対して送信された
後，（b）のように DACS CTL に DACS 
rules が適用されると同時に，（c）のよ
うに通信 VPN 化する機能である DACS 
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